
令和5年度　高崎北高等学校 
学校保健委員会 

令和6年1月３０（火） 



● 献血普及報告 

● 教室の換気調査 

● 悩みができたとき、悩みを相談されたとき、 

どうしてる？自分の対応あってた？  

生徒研究発表 



献血普及活動 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R4、5　 保健委員としての普及活動  

● 放送による呼びかけ 

● クラスルームなどで通知 

● ＪＲＣ部の動画作成 

● アンケート 

→　運動部の比較的休みの多い月曜日に設定 

→　献血の手順等を説明し、不安を払拭 





保健委員会からの提案 

献血対象者に限らず、一年生にも積極的に献血に 
関する情報を発信する。 

部活などの小規模集団に対して、 

先生や献血経験者から呼びかけてもらう。 

昨年行った献血に関する事後アンケートに加え、　事前

に参加者を増やすためのアンケートを行う。 

��

献血セミナーの実施 



教室の換気調査結果 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調査概要 
● 実施期間　　12月19日（火）～12月21日（木） 

　　　　 　　1月10日（水）晴れ 
　　　　　　　　　 

● 対象クラス　1年3組、2年1組、2年2組 
　　　　　　パソコン教室 
 

● 測定者　　　１年３組  ○○　２年１組  ○○　２年２組  ○○ 
 
● 上記の期間で1クラスあたり5コマの授業を計測 

ＣＯ２モニターを設置し、授業開始時、２０分経過時、 
授業終了時の二酸化炭素濃度及び気温、湿度、窓の開放状況につい
て記録 

　　
　



結　果



結　果



      二酸化炭素濃度測定結果の考察 

● 基準値内と基準値外の一番の違いは、授業開始時のＣＯ２濃度だった。休み時間

に換気をしたかしていないかがその後の授業に大きな影響がでている。 

● ペアワークなど声を出す授業では、換気をしていても二酸化炭素濃度が上がった。 

● 広い教室での授業や少人数の授業では、換気をそこまでしなくても基準値を超えな

いが、授業の最後には基準値を超えたので換気が必要。 

● 外側の窓を開けていると換気の効率が廊下側のみを開けたときよりも良くなってい

る。 

● 冬で寒いこともあり、外側の窓を開けている授業が少ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



保健委員会からの提案 

 休み時間は前後のドアを全開！ 

教室内の溜まった二酸化炭素を排出させよう。 

４か所窓を開放し、常時換気！ 

外側の窓は数センチでもよい。ポイントは対角線上に開け、空気の通

り道をつくること。 

授業が始まる前には換気！ 

廊下側と外側の窓を開けておこう。 

教室のＣＯ２モニターで換気状態を確認！ 



悩みができたとき、 
悩みを相談されたとき、 

どうしてる？ 
　　　　　自分の対応あってた？ 

３



！

● 悩みを抱えている人は増えていると言われているのにカ

ウンセリング利用者数が伸びていない 

● 困ったときどのように対処しているのか、悩みを相談され

たが自分はどのように対応すればよかったのか知る 

テーマ設定の理由 



悩みができたとき、 

どうしたか？ 











● 相談を遮られたこと。

● 相手も同じ状況であったときに、自分も辛かったよとアピールされたこと。

● 自分ではかなり深刻に考えていることを相談したのに、大丈夫だよと軽く流されたこ

と。

● 人付き合いに疲れた

● 話を聞いて寄り添ってほしかっただけなのに、自分の意見を述べてきてより傷つい

たこと。

５相談することに関して何かエピソードがある人は教えて下さい。



● 共感してもらえたり、親身になってくれて嬉しかった。

● 悩んでいたときに助けてもらえて不安から安心に変わった。

● 話を聞いてもらっただけでも心がスッと軽くなったのを感じた

● ものすごく傾聴してくれたこと。肯定してくれたこと。

● 自分の意見を褒めてもらえたこと

６相談して嬉しかったエピソードがある人は教えて下さい。



結果と考察 

● 相談する内容は学校での生活全般に関わることが多い。 

● 相談する時に求めるのは話を聞いて貰うことという回答が多い 

● 悩みを相談する相手として友達という回答が多い。 

　→それ故カウンセリングの利用率は上がらないのでは？ 

● 誰かに悩みを相談したことがない人が約４割いる。 

　→悩みを相談する環境が整っていない？ 



悩みを相談されたとき、 

どうしたらよかったのか？ 











● センシティブな話題だとどこまで踏み込んでいいのかわからなかった

● 恋愛相談は自分がこき使われるだけだから段々イライラしてくる

● 信頼して話してくれたことが嬉しかった

● 上手く返せず嫌な答えになってないか正解がわからず困ることがある

● 重い雰囲気になってしまった

● 頼ってくれて嬉しかった

11　相談されることに関して何かエピソードがある人は教えて下さい。



　　結果と考察 

● 約６割の人が悩みを相談されたことがある。 

● 相談内容は多様であり、主に交友関係についてが多い。 

● ほとんどが自分なりに寄り添い、最後まで話を聞くことを心がけている。 

● 主に友達から相談を受けることが多い。 

→多くの人が相談を受けている 

→最後まで話を聞く、自分なりに寄り添うことがいい。 



誰かに相談せずに 

悩みを自己解決すること 





● 進路について 

● ほとんどが自己解決 

● 部活動と勉強を両立すること 

● 嫌われないためにはどうしたらよいか 

● 睡眠 

13　自己解決した悩みの内容は何ですか？ 



● 悩みを軽いものと考えているから 

● 相談したら自分の良くないところを言われて傷つきそうだったから 

● 気持ちで押し切ったから 

● 考え方を変える、受け入れる 

● 半年くらい考え、自分が納得できたから 

● 相談しても何も変わらなかったから、自分で解決するしかなかった。 

14　その悩みを自己解決した理由は何ですか？ 



● ほとんどが自己解決という回答が幾つかある 

→周囲に頼る人が少ない 

　誰かに相談することが面倒と思っているのではないだろうか？ 

● 他の二つの項目に比べて将来についての悩みを自己解決している人が

多い 

→相談しても自分の求めているのと違う回答が返ってくると思っているか

らではないだろうか？ 

結果と考察 



悩みができたとき、 

どうしたか？ 



  

●



考察 

● 親や友達などの身近な人を思い浮かべる人が多い 

● 信頼関係をしっかり築けている人に相談してみようといった傾向

が強い 

● 「特にいない」と回答した人の割合はランキング3位 

→悩みを誰にも相談できないといった問題が出てくるのではない

か　　　　　





考察 

● 勉強や進路、交友関係などの学校に関連する悩みが多い　 

　→学校について知っている人に相談することが多くなると考えられる 

(そのため、質問17の友達に相談するという結果につながる) 

 

スクールカウンセラーに相談することも大切になってくるのでは．．． 



保健委員会からの提案      

● まずは相談できる人を見つけて、一人で抱え込まないことが大切

● 身近な人だけでなく、専門家の人にも相談してみよう

● 保健室の先生にカウンセラーさん来校日を聞こう（保健だよりにも記載あ

り）

● スクールカウンセラー来校のお知らせを周知する

● 来校日を校内放送でお知らせ、

● ＳＣだより配付に保健委員会が記載内容について周知する

！





悩みを相談されたとき、 

どうしたらよかったのか？ 



  

●



● 一番多いのは友だち、次に多いのは親 

● 他にもきょうだいや同級生、担任などが挙っている 

 

親しい人、身近な人が多くなっている→自分を理解してくれるから？ 

相談しやすい、頼りやすいから？→信頼度が重要？ 

相談するときは自分を受け止めてくれる人を必要としている？　 

 

誰かに相談されたとき、相談する人は相手に何を求めるのか？ 

またそれにどう応えればよいのかについて考えるべき 

考察 





・問題解決のサポートや第三者の意見を求めている人よりも 

　話を聞いてもらいたい、気持ちを共感してほしいと思っている人のほうが多い 

→相談者全員が意見を求めているわけではない 

 

 

・話を聞いてもらい心を整理したい、休めたいと思う人が多い 

→相談される側は話を否定しない、最後まで聞く 

　

考察 



！

保健委員会からの提案 

相手の気持ちを受け止める 

相手の本音を引き出す 





ご静聴 

ありがとうございました!! 


